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「 地域の子ども は地域ぐ るみで育てまし ょ う 」「 地域の子ども は地域ぐ るみで育てまし ょ う 」
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3活動方針

青少年が犯罪に巻き込まれない安全・ 安心な環境の確保

青少年どう し 、 家族間、 青少年と 地域の人々が関わり を深めるこ と のできる機

会の充実

青少年が自他の生命を大切にし 、 思いやり の心や社会を生きていく 力を育み、

多様性を尊重する体験や機会の充実

青少年が地域の一員と し ての自覚を持ち、 防災力を向上するこ と ができる機会

の充実

性犯罪を 含む犯罪行為や暴力団、 消費者被害、 イ ン タ ーネッ ト ト ラ ブルなど

から 青少年を 守り 、 また、 青少年犯罪を 防止する ため、 地域の安全の点検・

改善や、 青少年自身の危機回避能力向上に取り 組むと と も に、 関係機関相互

の連携を 深めまし ょ う

地域の活動等を 通じ て、 青少年どう し 、 家族間、 地域の多様な人々が互いに

知り 合い、 関わり を 深める こ と のでき る 機会を 日頃から つく り まし ょ う

自然体験や社会貢献、 異年齢活動等、 青少年が直接自然や社会と かかわり 、

自他の生命を 大切にし 、 自己肯定感（ ※） を 育むと と も に、 多様な価値観へ

の理解を 深める 機会を つく り まし ょ う

突然の災害に対応する ために、 日頃から 青少年自身が地域の一員と し ての自

覚を 持ち、 防災意識や知識、 技術を身につける機会を つく り まし ょ う

基本目標を 達成する ためには、 まず第一に家庭内の信頼関係を 強める こ と が大切です。 その家庭を
支える ために「 地域の子ども は地域ぐ る みで育てる」 と いう 視点から 、 学校、 地域、 その他の関係
機関が互いに協力し て、 港区全体で日常的に青少年の健全育成活動に取り 組みます。

※自己肯定感とは・ ・ ・ 生まれて良かっ たと 感じ 、 自分自身を大切にする態度や感情をいいます。

＜令和４ 年度重点的な取組　 設定の背景＞

新型コ ロナウイ ルス感染症の影響によ り 、 地域で子ども を 見守る 環境が大き く 変わり まし た。 家庭環

境が見えづら く なり 、 生活困窮やヤン グケアラ ーなどの把握・ 適切な支援が必要です。 また、 オン ラ

イ ン での生活がよ り 身近になり 、 イ ン タ ーネッ ト 、 SN S 等の利用から 青少年が犯罪等に巻き 込まれ

ないよ う 取り 組んでいく こ と が必要です。地域で見守り 、青少年が人と 関わり を 深め、自分の身を 守り 、

人を 傷つけないよ う に、 思いやり を 持っ て生活でき る よう 取り 組みます。

地域の見守り の中で自分や人を大切にする心を育む取組

・ 誰に対し ても 、 思いやり を持っ て関わるこ と のでき る心を育む

・ 自分の身を守り 、 人を傷つけない、 健全な気持ちや判断能力を育む

※基本目標と 関連する SD Gs のゴールを示し ています。 詳し く は、 裏表紙をご覧く ださ い。

活動方針

重点的な 取組

基本目標



「 地域の活動等を通じ て、青少年どう し 、家族間、地域の多様な人々が互いに知り 合い、

関わりを深めること のできる機会を日頃からつく りましょ う 」に関する取組例

● 保育園・ 幼稚園・ 小学校・ 中学校・ 児童館等における行事などでの地域と の交流　

● 各青少年対策地区委員会実施の地域交流イ ベント

御成門地区フ ァ ミ リ ーボーリ ン グ大会、 三田地区パラ リ ン ピ ッ ク 競技体験

高松地区スポーカ ルまつり 、 港南地区バスハイ ク

白金地区白丘から 台場へ歩こ う 会、 六本木地区スキー教室

高陵地区スポーツ 大会、 赤坂地区バスハイ ク

青山地区スキー教室、 お台場地区スキー教室　 等

● PTAによ る地域と 連携し たイ ベン ト の実施

● 中学生の職場体験・ 職場訪問
授業の一環と し て、 地域の事業所で数日間の職場体験やイ ンタ ビ ュ ー活動等を行う 取組

● 子ども の居場所づく り チャ レンジ事業
子ども 中高生プラ ザ等で、 中高生の参画により 実施する 居場所づく り の取組

● 子ども 会まつり  港区子ども 会連合会が中心と なり 、 地域の関係団体と 共催の事業

● 地域で行われるスポーツイ ベント ・ スポーツ教室
区と 地域が協働する 各種スポーツ イ ベン ト 、 学校等の施設を活用し たスポーツ教室や障害者スポーツ の体験教室等

（ M IN ATO シティ ハーフ マラ ソ ン 、 タ グラ グビ ー教室、 パラ スポーツ体験会等）

● 地域連携によるあいさ つ運動

● 地域こ ぞっ て子育て懇談会　 子育て当事者と 子育て支援者、 学生等がつどい、 意見交換等を 行う 事業

「 性犯罪を 含む犯罪行為や暴力団、 消費者被害、 イ ン タ ーネッ ト ト ラ ブ ルなど か

ら 青少年を 守り 、 また、 青少年犯罪を 防止するため、 地域の安全の点検・ 改善や、

青少年自身の危機回避能力向上に取り 組むと と も に、 関係機関相互の連携を 深め

まし ょ う 」 に関する取組例

　 区や学校、 地域等で行われている 青少年健全育成活動の一例です。 事例を 参考に、 みん
なで積極的に取り 組みまし ょ う ！

1活動方針
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● 社会を 明る く する 運動

犯罪・ 非行防止と 犯罪者の更生への理解を 深め、 犯罪や非行のない明るい社会を築こ う と する 全国的な運動

イ ベン ト やパレ ード 等の実施

● 消費者教育啓発のパンフ レ ッ ト 配布

「 小学生の消費生活ノ ート 」「 中学生のかし こ い消費生活」「 オト ナ消費者へ　 ステッ プアッ プ」

● 暴力団排除キャ ン ペーン

● 薬物乱用防止活動　 薬物乱用防止講習会

● 交通安全、 防犯、 セーフ ティ 教室等

保育園、 幼稚園、 学校や児童館等で、 警察等と 連携し 、 交通安全や不審者対策

（ 自転車交通安全教室、 区民防犯研修会、 不審者侵入対応訓練等）
イ ンタ ーネッ ト の安全利用等を 啓発する 活動、 スマホ・ ケイ タ イ 安全教室、 命の大切さ を学ぶ教室

● さ まざまな団体が連携し た地域での見守り 活動

● 地域の防犯等パト ロ ール、 青色防犯パト ロール　

● みんなと 安全安心メ ール、 学校・ 児童施設等の緊急メ ール配信サービス

● みんなと 安全安心ハンド ブッ ク

● 子ども 1 1 0 番事業　 不審者等から 追いかけら れた子ども を協力者が保護し 、 安全を 図る 仕組み

● 地域団体が協力し た落書き 消去活動

● 地域安全マッ プづく り 　 子ども 自身による地域や保護者等と の「 地域安全マッ プ」 の作成

● SN S ルールの策定　 学校や家庭ごと に SN S の使用ルールを 定める取組

青少年健全育成に 係る 具体的な 取組例



「 自然体験や社会貢献、 異年齢活動等、 青少年が直接自然や社会と かかわり 、 自

他の生命を 大切にし 、 自己肯定感を 育むと と も に、 多様な価値観への理解を 深

める機会を つく り まし ょ う 」 に関する取組例

「 突然の災害に対応するために、 日頃から 青少年自身が地域の一員と し ての自覚

を 持ち、 防災意識や知識、 技術を 身につける 機会を つく り まし ょ う 」 に関する

取組例

● 地域での自然体験事業　
区と 地域が共催するみなと キャ ンプ村事業、 児童館等のキャ ンプ、 PTA 実施の農業体験等

● 自治体連携によ る 自然体験・ 交流事業

芝地区と 茨城県稲敷郡阿見町、 麻布地区と 山形県最上郡舟形町、 赤坂青山地域と 岐阜県郡上市、

高輪地区と 茨城県鉾田市、 芝浦港南地区と 秋田県にかほ市、 台場地域と 福島県柳津町等

● みなと 区民の森（ あき る 野市） を 活用し た環境学習　

区が主催する 生き 物観察や間ばつ体験等のさ まざまな環境学習の実施

● 緑のカ ーテンプロ ジェ ク ト   保育園、 幼稚園、 小学校等の区有施設で緑のカ ーテンを 設置する取組

● エコ ラ イ フ ・ フ ェ ア M IN A TO

区、 企業、 民間団体等が取り 組む環境活動の展示、 環境に関する ワーク ショ ッ プ等

● 保育園・ 幼稚園・ 小学校・ 中学校・ 児童館等のエコ 活動

● 小・ 中学生の環境に関する 自主研究

● 保育園・ 幼稚園・ 小学校・ 中学校・ 児童館等での飼育動物等の世話

● 中高生と 乳幼児のふれあい

職場体験や家庭科学習、 ボラ ン ティ アの受入れ等で、 中高生が保育園や幼稚園を 訪問する 取組

● 福祉の体験学習等   小・ 中・ 高校等で実施する 車いす体験やアイ マスク 体験等

● 地域清掃等のボラ ンティ ア活動

● 総合防災訓練

区と さ まざまな団体が連携し 、 区内 7 会場で行われる 総合的な防災訓練

町会・ 自治会ごと の地域の訓練に児童が参加する ほか、

小・ 中学校と も 連携し 、 小・ 中学生の積極的な参加を呼びかけています。

● 各種防災・ 避難訓練、 防災教室

小・ 中学校等の施設における 避難・ 引き 取り 訓練、 消防署や警察署の協力を 得た訓練や防災

教室、 地域と 合同でいも 煮の炊き 出し 等も 交えた訓練等

お台場学園防災 j r. チーム

● 消防少年団活動

小学生から 消防に関する知識や技術を 身につける 訓練の実施

地域での防火・ 防災の啓発や環境美化活動等の地域貢献活動

・ 各青少年対策地区委員会実施の地域交流イ ベン ト
　 一部のイ ベン ト の時間や定員など規模を縮小し 、 実施し まし た。

・ みなと 区民の森（ あき る 野市） を 活用し た環境学習
　 みなと 区民の森のスタ ッ フ が、 保育園等に出張し 、 間ばつ材を 使っ たコ ースタ ー作り など、 環境学習を 実施し まし た。

・ 成人の日記念のつどい
　 参加を 申込制と し 、 式典を ２ 回に分けて実施し まし た。

令和 3 年度コ ロナ禍において工夫し て実施し た事業例
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　 　 イ ンタ ーネッ ト やＳ Ｎ Ｓ に関連する有害環境への適切な対応

（ １ ） イ ンタ ーネッ ト の適正な利用のため、 フ ィ ルタ リ ングを促進し 、 使い方のルール作り に取り 組みます。

（ ２ ） SN S等に関連し た、性被害を 含む子ども の犯罪被害やいじ め、プラ イ バシーの侵害、誹謗中傷、個人情報の流出等を 防

止するため、家庭・ 学校・ 地域が連携し て啓発を図り ます。

　 　 犯罪や事故に巻き 込まれる危険性への対応
（ １ ） 正し い性の理解と 危機回避能力の向上を図るこ と で、 性被害（ 児童ポルノ の関与、 児童買春等） の防止に取り 組み、

あわせてエイ ズ・ 性感染症の予防や検査についての啓発を強化し ます。

（ ２ ） 繁華街の防犯パト ロールや落書き 防止を 通じ 、「 港区暴力団排除条例」 に基づく 暴力団排除活動を 推進し 、 犯罪に

巻き 込まれない環境を確保し ます。

（ ３ ） 大麻や覚せい剤、 危険ド ラ ッ グ等の危険性に関する正し い知識を啓発し ます。

（ ４ ） 万引き、 特殊詐欺への加担が犯罪だと 自覚を 持たせるための環境づく り や規範意識を醸成し 、 また、 スト ーカ ー事

案等の被害者にも 加害者にも なら ないよう 、 被害の実態や相談窓口等についての広報啓発をすすめます。

（ ５ ） 社会経験や契約知識等が不十分な若者は、 悪質商法のタ ーゲッ ト になり やすい傾向がみら れるため、 消費者被害に

巻き 込まれるこ と を防止すると と も に、 消費者教育を推進し ます。

（ ６ ） 地域の見守り の中で、 子ども が交通事故に合わないよう に、 交通安全教室、 安全運転の励行等、 交通安全に関する

活動と 連携し 、 子ども の安全確保の対策を推進し ます。

人と 人の関わり を深める機会の充実
（ １ ） さ まざまな人が互いに支え合う 地域社会の実現に向け、 青少年が地域の一員と し ての自覚を 持ち、 郷土意識を育成

でき るよう な機会を充実し ます。

（ ２ ） 新型コ ロナウイ ルス感染症、少子化・ 核家族化、生活価値観の変化等に応じ 、青少年どう し 、家族間のコ ミ ュ ニケーショ

ンの質の向上や機会の充実ができ るよう 取り 組みます。

（ ３ ） 東京２ ０ ２ ０ オリ ンピッ ク・ パラ リ ンピッ ク 競技大会のレガシーを契機に、さ まざまな体験活動やボラ ンティ ア活動

を通じ 、社会性や主体性を育む機会を充実し 、地域における居場所づく り を推進し ます。

（ ４ ） 国際社会の一員と し ての役割や責任を自覚し 、 広い視野と 豊かな国際感覚を 育むため、 国際理解を深める学習の機

会や異文化交流活動の推進を図り ます。

他人を思いやる心を育む取組
（ １ ） 自然や生き 物と かかわる自然体験や、 生命を尊ぶ気持ちの大切さ を知り 、 自分や人を思いやる気持ちを育む多様な

機会の充実に取り 組みます。

（ ２ ） いじ めをし ない、 さ せない、 見過ごさ ない、 子ども がＳ Ｏ Ｓ を出せる環境づく り に取り 組みます。

（ ３ ） 地域全体で障害や多様な性等を理解し 、 個性を尊重し 合いながら と も に地域で生活でき る意識啓発や、 環境づく り

に取り 組みます。

ひきこ も り 等の青少年への支援
（ １ ） 個別的・ 継続的な支援を行う と と も に、 一人ひと り の特性を生かし た就学・ 就労につながる地域における支援を推

進し ます。

児童虐待やド メ スティ ッ ク ・ バイ オレンス（ D V）等の防止
（ １ ） 新型コ ロナウイ ルス感染症拡大に伴い増加傾向にあり 深刻な状況にある児童虐待やド メ スティ ッ ク・ バイ オレ ンス

（ D V） 等の家庭に係る問題を未然に防止するた め、 関係機関が連携し 、 一人ひと り の状況に応じ た必要な支援を図

り ます。

子ども の未来を応援する取組
（ １ ） 経済状況をはじ めと する家庭環境によっ て、 子ども の将来が左右さ れるこ と のないよう 、 必要な環境整備と 、 教育

の機会均等を図り ます。

（ ２ ） 子ども 食堂運営団体と 地域の民間企業が連携する港区子ども 食堂ネッ ト ワーク を活用し 、 地域、 企業の力を 結集し

た活動を推進し 、 子ども の孤食解消と 保護者支援を図り ます。

（ ３ ） 地域や関係機関等が連携し てヤングケアラ ーの早期発見や把握ができ るよう 、 社会的認知度の向上、 適切な支援に

取り 組みます。

防災力向上のための取組
（ １ ） 近年台風や洪水などの自然災害が多発し ているため、 大規模災害時の具体的な訓練や、 家族への緊急連絡方法の確認

を促進し ます。

（ ２ ） 青少年自身が身の回り の危険に気づき、 安全を確保するための知識を深める機会を充実し ます。
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港区の青少年を と り ま く 課題や必要と さ れる 取組



　 区長の付属機関と し て設置し ている港区青少年問題協議会は、毎年、「 青少年健全育成活動方針」を策定すると と も に、

青少年の健全育成に必要な施策を推進するため、 関係行政機関と 地域活動団体等の連絡調整を行っ ています。
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港区青少年健全育成活動方針と 関連する SDGs のゴール

SDGsと は
平成27（ 2015）年の国連サミ ッ ト で採択さ れた「 持続可能な開発のための2030アジェ ンダ」にて記載さ れた令和12（ 2030）年までの国際目標で、持続可能な世界を実

現するための17の目標から 構成さ れています。環境問題や貧困問題など世界が直面する課題の解決に向けて、先進国・ 発展途上国を問わず全ての加盟国が目標の達成

をめざし ています。SD GsはSustain ab le Developm en t Goalsの略称です。
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港 区 青 少 年 問 題 協 議 会

目標1 貧困をなく そう

あら ゆる場所で、あら ゆる形態の
貧困に終止符を 打つ

目標3 すべての人に健康と 福祉を

あら ゆる 年齢のすべての人々の
健康的な 生活を 確保し 、福祉を
推進する

目標4 質の高い教育をみんなに

すべての人々に包摂的かつ公平
で 質の高い教育を 提供し 、 生涯
学習の機会を 促進する

目標5 ジェ ンダー平等を 実現し よ う

ジェ ンダーの平等を 達成し 、 すべ
ての女性と 女児のエンパワーメ ン
ト を 図る

目標10 人や国の不平等をなく そう

国内および国家間の格差を 是正
する

目標11 住み続けら れるまちづく り を

都市と 人間の居住地を 包摂的、
安全、強靭かつ持続可能にする

目標13 気候変動に具体的な対策を

気候変動とその影響に立ち向か
う ため、 緊急対策を取る

目標14 海の豊かさ を守ろう

海洋と 海洋資源を 持続可能な 開
発に向けて保全し 、 持続可能な形
で利用する

目標15 陸の豊かさも 守ろう

陸上生態系の保護、回復および持
続可能な利用の推進、森林の持続
可能な管理、砂漠化への対処、土
地劣化の阻止および逆転なら び
に生物多様性損失の阻止を図る

目標16 平和と 公正をすべての人に

持続可能な開発に向けて平和で包
摂的な社会を推進し 、すべての人に
司法へのアクセスを 提供するとと も
に、あら ゆるレベルにおいて効果的
で責任ある包摂的な制度を構築する

目標17 パート ナーシッ プで目標を
達成しよう

持続可能な開発に向けて実施手
段を 強化し 、 グロ ーバル・ パー
ト ナーシッ プを活性化する


